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議会だより 　はこね 平成30年２月

条例改正

条例改正

２件

指定管理者の指定

１件
決　議

２件

平成29年度
各会計補正予算

３件
指定管理者の指定

決算認定

条例改正

決　議

補正予算
平成29年度箱根町一般会計補正予算 （第３号） 原案可決

補正額 3億6,151万6,000円追加 ⇒ 補正後の総額 97億1,933万2,000円
ふるさと納税促進事業…1億5,074万円
財政調整基金積立金……993万6,000円主な内容

議員別議案賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議会議事案件

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

石
川
　
栄

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

67 平成28年度箱根町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ×○○○○○○○○○○○○

※
68 平成28年度箱根町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 認定 ×○○○○○○○○○○○○

69 平成28年度箱根町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 ×○○○○○○○○○○○○

84 平成29年度箱根町仙石原財産区特別会計補正予算（第１号） 可決 ×○○○○○○○○○○○○

※：議長は採決に参加しません

○箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について…原案可決
○箱根町立宮城野保育園条例等の一部を改正する条例の制定について…原案可決

議会議事案件
（付託案件）

12 件
〈内訳〉

条例改正　　１件
平成28年度
　決算認定　11件

12月5日から
15日まで

○箱根町八丁駐車場指定管理者の指定について…原案可決
　八丁駐車場の指定管理者について、元箱根観光協会が指定されました。
　期間は平成30年４月１日から平成33年３月31日までです。

○平成28年度箱根町一般会計および10特別会計の決算認定について…認定
　決算特別委員会に閉会中の審査として付託されていたもので、委員長報告のと
おり、認定されました。

○箱根町文化財保護条例の一部を改正する条例の制定について…原案可決
　教育福祉環境常任委員会に閉会中の審査として付託されていたもので、委員長
報告のとおり、原案可決されました。

○行財政改革調査特別委員会設置に関する決議について…原案可決
　町の厳しい財源不足を補うため、将来に亘った持続可能な行財政基盤の確立を
図る具体的な方策について、全議員で調査研究を行います。
○議会改革等推進特別委員会設置に関する決議について…原案可決
　引き続き、町民に開かれ信頼される議会を目指すため設置され、委員長に村野
議員、副委員長に折橋議員が選出されました。構成員はＰ12で紹介しています。

平成29年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算 （第２号）
補正額 180万円追加 ⇒ 補正後の総額 20億9,280万8,000円

原案可決

過年度過誤納還付金…180万円
平成29年度箱根町仙石原財産区特別会計補正予算 （第１号）

補正額 26万7,000円追加 ⇒ 補正後の総額 116万7,000円
原案可決

土地売払収入…25万9,000円

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

特集はＰ４，５に掲載しています。

12 月
定例会

会期
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議会だより 　はこね平成30年２月

　町民のために、箱根のために、議論してくれて
いる人に感謝したい。すごく貴重な体験だった。

　箱根町の代表としてそれぞれの意見を言い合い
箱根町をよりよくしたいとがんばっていました。
早く大人になって選挙に参加して箱根町がもっと
もっと良くなればいいと思います。

　クラスで会議を開いたり討論会を行ったりする
時も、この議会のようにしっかり人の話を聞いた
り、意見をはっきり言えるようにしたいです。

傍聴に来てくれた６年生の感想

　27年度より社会科授業の一環として、将来町の発展に貢献し
ようとする住民としての意識を育てる等を目的に、議会からの
提案により始まった傍聴も３回目となりました。
　私たち議員が町長に町政全般に関しての一般質問を行うタイミングで傍聴に来てくれました。少し緊張気味の
真剣な、熱い子どもたちの視線を背中に感じながら、より一層、質問にも力が入りました。
　町民の暮らしを豊かにし、生活を便利にする提案などを実現するまで、町民のみなさまに選んで頂いた町議会
が大きな役割を果たして行けるよう、議会がどんな働きをしているのか、子どもでも大人でも伝わるようこれか
らも取り組んでまいります。� 議会改革等推進特別委員会　委員長　村野由紀子

お辞儀をして議場に入ります

なかなか見られない正副議長室
学校の校長室に似てるかな？

真剣に聞きメモを取っています。

初めての議会傍聴体験中

教育長からのお話しの後、
４階に向かいます

役場本庁舎も見学です

これから傍聴です。
みんな緊張した面持ちで、
その時を待っています。傍聴前にしっかり勉強

12月12日　町内３小学校の

６年生が議会傍聴にやってきた！！特集！
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議会だより 　はこね 平成30年２月

歳　出
支出済額

95億559万円

人件費
   27億6,282万円
        29.1%

扶助費
5億6,278万円
5.9％

公債費
9億5,790万円　10.1%

物件費
22億4,731万円

23.6%

維持補修費
3億3,516万円　3.5%補助費等

5億1,473万円　5.4%

積立金･貸付金
6億8,011万円
7.2％

繰出金
8億7,059万円
9.2%

投資的経費
5億7,420万円
6.0%

議員、正職員、
各種委員の給与

特別会計への
繰出金

※各項目で四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

決算特別委員会の様子

【第２区分】
　●防災対策費
　　 ∟大涌谷火山対策事業について
　●住みたいまち箱根推進事業について
　●ふるさと納税促進事業について

【第５区分】
　●下水道事業特別会計
　　 ∟下水道事業並びに歳入全般について
　●育英奨学金特別会計
　　 ∟貸付の取立てについて

【第３区分】
　●�都市計画マスタープラン策定事業について
　●道路維持費
　　 ∟町道全般について
　●�生涯学習フェスティバル開催事業について

【第６区分】
　●�アクションプランと財源について
　●�職員の時間外手当と業務量等について

～歳出編～
支出の適法適正の動向
不要額の妥当性
予算流用の適正状況
予備費の充当の適正度
補助金の効果
その他留意事項について
主な施策の成果の活用
財産に関する調書明細書の活用
基金の運用状況の審査
財産運用の適否の判断
仕事の出来高と出来具合の審査

～歳入編～
町税等の収入の
　　　　状況確認
補助金の確保の動向
町債等の動向
その他の収入動向

審査区分 会計名称 質疑時間
（1人あたり）

第１区分 一般会計（歳入）全般 20分
第２区分

一般会計（歳出） 各区分
30分第３区分

第４区分
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

各区分
20分第５区分

4財産区特別会計（温泉、宮城野、
仙石原、蛸川）
温泉特別会計
育英奨学金特別会計
下水道事業特別会計

第６区分
総括（各区分に共通する事項、自
らの質疑済み事項で、関連のあ
るもののみ）

審査区分・質疑時間 決算審査のチェックポイント
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町税
64億5,854万円
64.8％歳　入

収入済額
99億6,578万円

国庫･県支出金
9億2,361万円　9.2％

町費
3億6,990万円
3.7％

地方消費税交付金
3億1,689万円　3.2％
使用料
及び手数料
3億2,093万円
3.2％

繰入金
1億9,741万円
2.0％

繰越金
3億8,643万円
3.9％

その他
9億9,207万円
10.0％

町民税、
固定資産税など

借入金

決算特別委員会の様子

決算認定までの流れ
決算とは予算執行の結果、どの
ような成果があったかを示す成
果報告で、会計年度が終わって
から、時間をかけて慎重に審査
を行います。

【第１区分】
　●固定資産税
　　 ∟今後の見通しについて
　●入湯税
　　 ∟今後の見通しについて
　●ゴルフ場利用税交付金
　　 ∟今後の継続について

【第４区分】
　●国民健康保険特別会計
　　 ∟滞納等について
　●介護保険特別会計
　　 ∟給付費の内容について

決定した決算が適正に執行されたか審査し、その行政効果や経
済効果を評価したり、今後の行財政運営の改善に役立てる大切
な意義があります。
決算特別委員会の構成は、沖津議長、石川副議長、小川監査委
員、折橋前監査委員を除く10名です。
今年度は委員長を村野議員、副委員長を川口議員が務めました。

※�監査は小嶋税理士、折橋議員
が厳正に行いました。

・�会計管理者が町長に決算
を提出

・�監査委員が決算審査し、
町長に意見書を提出

決算特別委員会での審査
（質疑）

開催日　10月17日
　　　　11月２、７、８日
審議時間　午前10時～午後５時

町長が監査委員の意見書を
添えて議会に上程

・�討論を経て各会計ごとに採決
・�全員賛成または賛成多数で認定
※�２ページ、議員別議案賛否を

ご覧ください。

平成29年３月31日
会計年度終了

平成29年５月31日
出納整理期間終了

平成29年
10月臨時会

平成29年
12月定例会

平成28年度一般会計以外の決算
会 計 名 称 歳　　入 歳　　出

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 19億1,705万円 18億567万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2,366万円 3億1,444万円
介 護 保 険 12億967万円 11億9,178万円
４ 財 産 区 1,460万円 1,299万円
温 泉 1億4,445万円 1億2,438万円
育 英 奨 学 金 2,813万円 1,341万円
下 水 道 事 業 16億7,380万円 16億1,943万円

企業会計（水道事業） 4億3,653万円 3億8,861万円

決算審査の主な内容

決算特別委員会決算特別委員会
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平成30年２月

人口減少への施策対応について
町 ― 試行錯誤で努力しているが、人口減の歯止めは難しい

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

　
祝
い
金
を
支
給
し
た
町
民

の
追
跡
調
査
や
居
住
期
限
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
。

　
支
給
し
た
方
の
調
査
は
、

個
人
情
報
や
、
家
庭
状
況
を

考
慮
し
て
定
め
て
い
な
い
。

　
定
住
町
民
へ
の
祝
い
金
支

給
は
理
解
で
き
る
が
、
町
外

転
出
も
あ
る
た
め
、
多
額
な
祝
い

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
貴
重
な
税

金
の
バ
ラ
マ
キ
事
業
と
も
感
じ
る
。

今
後
の
町
の
人
口
増
に
繋
が
る
と

は
考
え
に
く
い
と
思
う
が
、
現
在

の
人
口
維
持
に
貴
重
な
税
金
を
有

効
利
用
に
切
り
換
え
て
は
ど
う
か
。

　
町
民
よ
り
様
々
な
意
見
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
急
激
な
人
口
減
少
抑
制
の
取

り
組
み
と
し
て
、
支
援
施
策
を
上

手
に
組
み
合
わ
せ
、
目
標
数
値
に

近
づ
け
た
い
。

　
第
６
次
総
合
計
画
「
若
者

定
住
」
の
促
進
状
況
は
ど
う

か
。　

当
町
の
人
口
は
２
０
２
６

年
に
１
万
人
に
減
少
す
る
と

推
計
し
て
い
る
。
若
者
世
帯
の
転

入
や
転
出
抑
制
を
図
る
施
策
と
し

て「
住
宅
取
得
助
成
」、「
民
間
賃
貸

住
宅
家
賃
補
助
」、「
出
産
祝
い
金

支
給
」を
推
進
し
て
い
る
が
、人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
。

　
内
容
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
28
年
度
の
民
間
賃
貸
住
宅

家
賃
補
助
制
度
、
住
宅
取
得

補
助
、
出
産
祝
い
金
の
支
給
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
績
は
。

　12月定例会では、町政全般へ９人の議員が17項目にわたる一般質問を行いま
した。なお、質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質
問議員が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、
回答共に、抜粋したものとなっておりますので、ご了承ください。

質問者 質問項目 ページ

石川　　栄 ・人口減少への政策対応について
・すすき草原周辺の整備について ６

山田　成宣 ・今後の消防計画について

７
折橋　尚道

・30年度予算編成について
・土地価格の減少傾向による固定資産税収入の影響について
・�財源確保のための受益者負担の適正な使用料・手数料の考え方について

勝俣　公好
・北朝鮮によるミサイル発射情報での町の対応について
・�箱根町高校保護者会連絡協議会から町内バス（仙石原）ダイヤの改
善要望について ８

山田　和江 ・国保の県単位化と国保料について
・教職員の働き方について

勝俣　剛一 ・移動期日前投票所開設について
・学習支援事業「箱根土曜塾」について

９
川端　祥介

・�国際社会のあたらしいものさし、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に
対する町の取り組みついて

・生活困きゅう者自立支援の状況等と民生委員の活動と成果について

稲葉親太郎 ・廃棄物の不適正処理について
・駅などの交通拠点の機能拡充について 10

村野由紀子 ・子育て支援と定住化の推進について

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

民間賃貸家賃補助 ３件 15万円
住宅取得補助 １件 80万円
出産祝い金支給

第２子 17件 170万円
第３子 ８件 160万円
第４子 １件 20万円
計 26件 350万円

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ
石
川　

栄 

議
員
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平成30年２月

平成30年度予算編成と起債について
町 ― 厳しい予算編成、起債は増加傾向

救急車を減らさないで！！
町 ― 現行の消防力を低下させない

　
次
期
予
定
さ
れ
て
い
る
消

防
団
の
操
法
大
会
に
出
場
す

る
分
団
に
は
、
準
備
段
階
か
ら
の

援
助
体
制
を
計
っ
て
戴
き
た
い
。

　
操
法
大
会
に
向
け
て
、
団

員
の
方
も
忙
し
い
な
か
訓
練

を
し
て
お
り
、
箱
根
町
の
代
表
と

し
て
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
町
消

防
と
い
た
し
ま
し
て
は
前
向
き
に

検
討
し
て
協
力
し
て
い
く
。

　
町
内
の
消
防
本
部
、
湯
本

分
署
、
仙
石
原
・
箱
根
分
遣

所
の
体
制
は
町
民
の
安
心
・
安
全

の
要
と
な
っ
て
い
る
。
く
れ
ぐ
れ

も
現
在
の
体
制
の
維
持
を
望
む
。

　
町
内
５
地
域
に
集
落
が
分

散
さ
れ
て
い
る
た
め
大
規
模

災
害
時
に
お
い
て
各
地
域
が
孤
立

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
に
も
、
現
行
の
消
防

力
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
救
急
車
に

お
い
て
も
同
様
で
、
財
源
確
保
に

も
配
慮
し
つ
つ
、
現
行
体
制
の
維

持
に
努
め
る
。

　
消
防
団
装
備
等
の
充
実
に

関
し
て
は
、
現
場
か
ら
要
望

を
踏
ま
え
て
の
対
応
を
求
め
る
。

　
消
防
団
に
対
し
て
希
望
調

査
を
実
施
し
、
各
団
か
ら
要

望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
消
防
団

幹
部
と
協
議
し
た
上
で
優
先
順
位

を
定
め
、
今
後
の
装
備
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

を
行
っ
た
。
５
年
毎
に
使
用
料
等

の
見
直
し
を
定
め
て
い
る
の
で
、

対
象
施
設
は
33
年
度
に
見
直
し
を

検
討
す
る
。
ご
み
処
理
手
数
料
・

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
定
期

的
な
見
直
し
を
行
う
中
で
効
率
的

な
施
設
の
管
理
運
営
や
事
務
の
効

率
化
、
コ
ス
ト
削
減
の
努
力
を
続

け
な
が
ら
、
適
正
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
起
債
残
高
を
63
億
円
ま
で

減
ら
し
て
き
た
が
、
第
６
次

総
合
計
画
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、

起
債
残
高
は
ど
の
よ
う
に
推
移
す

る
の
か
。

　
起
債
は
反
転
し
、
増
え
る

傾
向
と
予
想
さ
れ
る
。

　
中
期
財
政
見
通
し
で
は
、

30
年
度
に
お
い
て
も
１
億
円

程
度
の
財
源
不
足
を
示
し
て
い
る
。

現
在
で
は
イ
ン
フ
ラ
修
繕
に
も
起

債
を
利
用
す
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
町
政
を
運
営
す
る
う
え
で
起

債
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

　
１
０
０
億
円
以
上
あ
っ
た

起
債
残
高
は
、
28
年
度
末
で

63
億
円
弱
に
な
っ
た
。
ま
ち
づ
く

り
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
、
公

債
費
比
率
な
ど
の
指
標
に
注
意
し
、

償
還
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
起
債
を
利

用
し
て
い
く
。

　
生
涯
学
習
施
設
の
料
金
改

定
や
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収

集
体
制
の
見
直
し
、
ご
み
持
ち
込

み
料
金
の
改
定
を
行
っ
た
。
今
後

も
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
や
、

新
た
な
る
受
益
者
負
担
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　
28
年
度
に
町
営
温
泉
入
浴

料
・
総
合
体
育
館
利
用
料
金

の
見
直
し
、
29
年
度
か
ら
公
民

館
・
郷
土
資
料
館
・
弓
道
場
の
使

用
料
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
改
正

ＱＱ ＡＡ
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高校保護者会から仙石原バスダイヤの改善要望について
町 ― 交通事業者として、少しでも利便性が向上するよう検討していく

保険料の高騰が予想されるがどうする
町 ― 劇的に高騰するならば何らかの措置を考える

充
分
に
考
慮
し
た
上
で
保
険
料
額

を
決
定
し
た
い
。
現
在
、
予
算
編

成
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
具

体
的
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。

　
各
都
道
府
県
の
公
表
試
算

で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
反
映
し
て
い
な
い
た
め
大

幅
な
値
上
げ
に
な
る
と
い
う
結
果

だ
。
国
は
法
定
外
繰
入
の
他
、
市

町
村
に
も
激
変
を
生
じ
さ
せ
な
い

配
慮
を
求
め
て
い
る
。
箱
根
町
も

保
険
料
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

　
現
在
の
保
険
料
に
比
べ
て

劇
的
に
高
騰
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
何
ら
か
の
措
置
を
考

え
る
。

　
来
年
度
か
ら
県
が
市
町
村

と
共
に
保
険
者
と
な
り
、
財

政
運
営
の
主
体
と
な
る
国
保
の
県

単
位
化
、
い
わ
ゆ
る
広
域
化
が
始

ま
る
。
国
保
は
こ
れ
ま
で
も
保
険

料
が
高
く
加
入
者
に
と
っ
て
重
い

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
制

度
に
お
い
て
も
１
番
の
関
心
は
保

険
料
が
ど
う
な
る
の
か
が
問
題
だ
。

　
そ
こ
で
、
県
に
納
め
る
納
付
金

と
納
付
金
を
支
払
う
た
め
に
必
要

な
標
準
保
険
料
率
の
算
定
に
つ
い

て
伺
う
。

　
納
付
金
は
県
全
体
で
集
め

る
べ
き
納
付
金
額
と
な
る
よ

う
、
調
整
係
数
を
通
じ
て
公
平
、

適
切
な
算
定
を
し
て
い
る
。
標
準

保
険
料
率
の
算
定
は
、
法
定
外
繰

入
金
を
算
入
し
な
い
た
め
、
法
定

外
繰
入
金
を
多
く
入
れ
て
い
る
市

町
村
は
現
行
の
保
険
料
率
よ
り
高

い
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
標
準
保
険
料

率
を
参
考
と
し
て
市
町
村
は
保
険

料
を
決
定
す
る
が
、
標
準
保
険
料

率
ど
お
り
賦
課
し
な
く
て
も
良
い
。

町
と
し
て
は
被
保
険
者
の
負
担
を

高
校
生
や
保
護
者
の
利
便
性
向
上

に
努
力
し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
情
報
で
の
町
の
対
応
に

つ
い
て
。

　
万
一
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合

は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
が
作
動
し
、
町

の
防
災
行
政
無
線
が
自
動
的
に
放

送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
も
自
動
的
に
配

信
さ
れ
る
。

　
万
一
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作

動
し
た
場
合
の
行
動
は
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
に
関

す
る
情
報
や
行
動
を
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
回

覧
で
も
周
知
し
た
い
。

　
高
等
学
校
の
学
区
が
撤
廃

さ
れ
、
自
由
に
志
望
校
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
宮

城
野
、
仙
石
原
地
域
で
は
、
現
在

の
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
影
響
で
、
自
由

な
進
路
選
択
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
４
点
に

つ
い
て
要
望
し
た
。

①�

始
発
に
つ
い
て
、
土
日
も
平
日

同
様
に
し
て
も
ら
い
た
い

②�

仙
石
原
か
ら
の
始
発
便
及
び
仙

石
原
へ
の
最
終
便
の
増
発
を
し

て
も
ら
い
た
い

③�

朝
晩
の
桃
源
台
発
着
の
増
発
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い

④�

箱
根
線
は
、
小
田
原
発
の
最
終

便
を
現
在
よ
り
遅
い
時
間
に
設

定
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
箱
根
登
山
バ
ス
側
か
ら
、

バ
ス
増
発
等
に
つ
い
て
は
、

事
業
経
営
上
の
理
由
で
難
し
い
が
、

趣
旨
は
理
解
し
た
の
で
、
検
討
し

て
い
く
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
仙
石
原

高
原
ま
で
延
長
で
き
な
い
か
関
連

機
関
と
調
整
し
た
結
果
、
試
験
運

転
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
今
後
も
、

Ｑ
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箱根土曜塾の今後について
町 ― 来年度以降、さらに充実させ継続

国連が提唱するＳＤＧｓに関して町の対応と周知・広報を
町 ― 健康推進・環境先進観光等実施しており、今後も広報・周知していきたい

名
が
派
遣
さ
れ
、
１
グ
ル
ー
プ
５

名
の
生
徒
を
１
人
の
講
師
が
担
当

し
て
お
り
、
午
前
９
時
よ
り
午
後

３
時
ま
で
開
講
し
て
い
る
。

　
大
変
有
意
義
な
事
業
で
あ

り
保
護
者
等
の
意
見
も
聞
く

べ
き
と
思
う
が
。

　
土
曜
塾
の
講
義
と
は
別
に
、

保
護
者
会
を
開
催
し
、
入
試

の
仕
組
み
や
、
子
ど
も
達
へ
の
支

援
等
、
対
応
も
指
導
し
て
い
る
。

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
来
年
度
以
降
も
さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
と
し
、
引
き
続

き
土
曜
塾
を
開
講
し
て
い
き
、
１

人
で
も
多
く
の
生
徒
が
志
望
校
へ

入
学
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
本
年
10
月
、
新
規
学
習
支

援
事
業
「
箱
根
土
曜
塾
」
を

開
講
、
受
験
生
や
保
護
者
に
大
変

喜
ば
れ
町
外
へ
通
う
交
通
手
段
や

塾
費
用
等
、
家
計
に
か
か
る
負
担

も
軽
減
さ
れ
、
長
く
継
続
す
べ
き

事
業
と
考
え
る
が
、
今
後
の
進
め

方
、
問
題
点
等
、
町
側
の
考
え
を

伺
う
。

　
多
く
の
保
護
者
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
ど
の
様
な
形
で

公
営
塾
を
開
設
で
き
る
か
研
究
を

重
ね
、
試
行
的
に
開
設
し
た
も
の
。

よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
に
塾
へ

通
っ
て
も
ら
う
た
め
、
教
材
費
用

の
負
担
を
減
ら
し
、
交
通
手
段
に

つ
い
て
は
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

で
開
講
す
る
こ
と
で
中
学
生
が
所

持
し
て
い
る
通
学
定
期
券
が
活
用

で
き
、
通
塾
に
も
負
担
の
な
い
よ

う
に
し
た
。

　
塾
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う

　
「
箱
根
土
曜
塾
」
の
運
営

は
城
南
予
備
校
の
運
営
会
社

で
あ
る
「
株
式
会
社　
城
南
進
学

研
究
所
」
に
委
託
、
毎
回
講
師
５

て
箱
根
町
と
し
て
も
健
康
・
未
病

の
関
連
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
、
そ
の
他
環
境
先
進

観
光
と
し
て
の
取
り
組
み
を
図
り
、

事
業
の
中
で
国
連
が
提
唱
す
る
目

標
を
理
解
し
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
町
と
し
て
は
情
報
収
集

し
、
実
態
と
よ
く
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ま
だ
十
分
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
国
連

の
目
標
等
提
唱
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ん
に
も
周
知
・
広
報
を
行
う

よ
う
考
え
て
い
く
。

　

２
０
１
５
年
９
月
に

「
国
連
持
続
可
能
な
開
発

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
疾

病
・
飢
餓
・
貧
困
等
の
防
止
目

標
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
が
採
択
さ
れ

た
。

　
今
後
、
自
治
体
・
地
域
・
企

業
な
ど
も
積
極
的
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
箱
根
町
で
は
ど
の
よ
う
に
対

応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
、
住
民
へ

の
広
報
や
周
知
を
し
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺

う
。　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、

現
在
で
は
、
地
球
規
模
で

人
や
モ
ノ
、
資
本
が
移
動
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
下
に
あ
っ

て
は
、
気
候
変
動
・
自
然
災

害
・
感
染
症
と
い
っ
た
地
球
規

模
で
連
鎖
し
て
発
生
し
、
経
済

成
長
や
社
会
問
題
と
し
て
影
響

を
及
ぼ
す
。

　
国
際
観
光
地
と
し
て
、
国
連

の
提
唱
す
る
17
の
目
標
に
対
し
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駅などの交通拠点機能拡充について
町 ― 地区住民の主体的なまちづくりである「エリア・マネジメント」等の実施へ繋げ、地域の魅力や価値の向上に努める

３世代同居、近居制度の構築を
町 ― 定住化促進を図る上で有効、調査研究検討する

助
対
象
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
今
年
度
の
空
き
家
対
策
の

状
況
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
る

た
め
に
、
箱
根
で
生
ま
れ
育

ち
、
転
出
し
て
い
っ
た
子
供
た
ち

が
、
箱
根
に
帰
っ
て
き
や
す
い
環

境
や
条
件
を
整
え
る
一
つ
の
手
法

と
し
て
、
３
世
代
同
居
、
近
居
の

制
度
構
築
は
、
人
口
減
対
策
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
な
ら
な
い
か
。

　

本
町
出
身
者
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
す
取
り
組
み

は
、
定
住
化
促
進
を
図
る
上
で
有

効
。
３
世
代
同
居
、
近
居
の
支
援

は
調
査
研
究
検
討
す
る
。

　
３
歳
未
満
児
の
保
育
に
お

け
る
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
０

～
２
歳
児
に
つ
い
て
は
４
月
の
時

点
で
、
定
員
に
余
裕
が
あ
る
が
、

月
が
進
む
に
つ
れ
て
埋
ま
っ
て
い

く
。

　
仙
石
原
幼
児
学
園
園
舎
の
空
部

屋
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
幼
い
子

ど
も
を
預
か
れ
な
い
か
。

　
保
育
室
の
利
用
の
仕
方
を

変
更
す
る
こ
と
で
預
か
る
こ

と
も
可
能
だ
が
、
現
在
の
保
育
教

諭
の
人
数
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
の

た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

　
孫
育
て
手
帳
を
発
行
し
、

パ
パ
と
マ
マ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
３
世
代
で
過
ご
す
メ
リ
ッ
ト

の
取
り
組
み
の
検
討
は
ど
う
か
。

　
日
光
浴
の
さ
せ
方
や
、
オ

ム
ツ
外
し
、
抱
き
癖
等
、
子

育
て
の
仕
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

　
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

制
度
、
子
育
て
世
帯
や
、
３
世
代

同
居
世
帯
な
ど
、
空
き
家
バ
ン
ク

を
経
由
し
た
物
件
以
外
で
も
、
補

　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　

強
羅
駅
は
登
山
電
車
と

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
乗
り
換
え

場
所
と
し
て
、
昨
年
、
交
通
事
業

者
か
ら
周
辺
地
域
の
活
性
化
と
交

通
結
節
点
機
能
の
増
強
を
目
的
と

し
た
駅
前
広
場
周
辺
及
び
駅
内
部

の
再
整
備
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、

事
業
者
と
実
現
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
仙
石
原
交
差
点
に
隣
接
す
る
仙

石
原
保
育
園
跡
地
で
は
、
周
辺
地

域
の
活
性
化
や
交
通
利
便
性
の
向

上
を
目
的
と
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
け
る
「
交
通
施
設
整

備
等
の
考
え
方
」
を
伺
う
。

　
本
町
は
、
首
都
圏
か
ら
最

も
近
い
国
立
公
園
で
、
豊
か

な
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
生
か
し
、
今
日
ま

で
国
際
観
光
地
と
し
て
多
く
の
観

光
客
の
方
々
を
迎
え
入
れ
な
が
ら

発
展
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
町
内
に
お
い
て
は
、
多
様

な
交
通
が
集
中
し
、
さ
ら
に
は
広

域
的
な
交
通
需
要
な
ど
の
増
大
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
都
市
間
の
連

携
強
化
と
、
人
や
物
の
活
発
な
移

動
と
交
流
を
支
え
る
国
道
1
号
に

沿
っ
た
東
海
道
軸
、
国
道
１
３
８

号
に
沿
っ
た
御
殿
場
軸
、
県
道
75

号
に
沿
っ
た
箱
根
湯
河
原
リ
ゾ
ー

ト
軸
と
い
う
本
町
の
主
要
軸
を
充

実
さ
せ
、
生
活
拠
点
の
機
能
強
化

や
、
回
遊
性
の
あ
る
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
図
る
こ
と
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
稲
葉
親
太
郎 

議
員

村
野
由
紀
子 

議
員
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　１２月１３日、箱根版ＤＭＯについて調査研究を
するため、一般財団法人箱根町観光協会から勝
俣伸理事長らの出席のもと、箱根町の観光行政
における状況や、ＤＭＯ導入の目的から役割、
観光地経営の取り組みを細部にわたり説明いた
だきました。
　箱根版ＤＭＯの最終目標は、箱根各地域の経
済拡大であり、そのための手段として、民間大
手旅行会社等を取り入れ、今まで以上に、積極
的に協会自体を経営していく等の意気込みを感
じ取りました。
　委員会としても、箱根版ＤＭＯの導入につい
ては、しっかりと今後も注視していきたいと考
えています。

� 委員長　山田　成宣

　１１月２０日、付託審査となっていた箱根町文化
財保護条例の一部改正について、教育委員会よ
り教育長等の出席のもと、町内の建物等におけ
る説明を受けました。現状の文化財保護におい
て、緊急かつ必要性が求められることから、慎
重な審査の結果、賛成としたものです。今後の
町内における建築物等文化財の保護について見
守っていきたいと思います。
　また、今後は、中学校の長寿命化改良工事や
介護保険施設等への視察、生活環境等の面で問
題を引き起こしている空き家対策、有害鳥獣対
策等に係る調査・研究等、積極的な活動をして
いきたいと考えています。

� 委員長　遠藤　秀則

総務企画観光常任委員会　報告

教育福祉環境常任委員会　報告

教育福祉環境常任委員会の様子

総務企画観光常任委員会の様子

箱根中学校

「箱根版ＤＭＯ」設立趣旨説明資料
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我が家の自慢 我が家の二代目保護犬
ちっぷ君３歳です。
家へきてまだ一ヵ月。

早くも家族のムードメーカーです。

次号以降に掲載するペットを
募集しています。

50文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっているペットの
名前と住所、電話番号を明記の上、写真を郵送または下記にＥ
メールにて議会事務局まで提出ください。（名前と地区を掲載）
web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp
なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますので、ご了
承ください。

広報広聴委員会　　委員長　稲葉親太郎　　副委員長　川口延明
　　　　　　　　　委　員　勝俣剛一・折橋尚道・勝俣公好・村野由紀子

最近の議会活動報告

※�３月定例会会議開催日は議会運営委員会の結果により変更となる場合がありますので、議会事務局（☎85-
9570）までお問い合わせください。

　会議途中からの傍聴も可能ですので、是非お越しください。

～ ３月 定 例 会 開 催 日 （予定） ～
２月21日（水）、３月１日（木）、６日（火）、８日（木）、12日（月）、13日（火）、16日（金）

ミックス犬の
ちっぷ君

仙石原地区　勝俣さん

私達現職議員が見守る中、前議員の西村和夫さ
ん（箱根）が自治功労者表彰を受けられました。
おめでとうございます。

1/5 自治功労者表彰式

行財政改革調査特別委員会を開催しました。
今後の町の将来について、少なくとも月１度の
ペースで話し合いを全議員で行っていきます。

1/10 行財政改革調査特別委員会

永年にわたり町の安全確保に尽力された消防団
員の表彰等が行われ、我々議員も見届けました。

1/10 出　初　式

読みやすい誌面づくりに努めます。これからも
よろしくお願いします。

1/25 広報広聴委員会


